
詳細は「基本計画（案）」をご参照ください

プロジェクトの規模

プロジェクト名： CCUS研究開発・実証関連事業（うち、研究開発項目「③ＣＯ２分離回収技術
の研究開発 ２）先進的二酸化炭素固体吸収材の石炭燃焼排ガス適用性研究」）

研究開発の目的

ＣＣＵＳ実用化に向けた、大規模実証試験、安全なＣＣＳ実施
のためのＣＯ２貯留技術の研究開発、ＣＯ２分離回収技術の
研究開発、ＣＣＵＳ技術に関連する調査を実施する。

以下の研究開発項目について追加する。

③ＣＯ２分離回収技術の研究開発
２）先進的二酸化炭素固体吸収材の石炭燃焼排ガス適用性
研究
固体吸収材によるＣＯ２分離・回収技術について、石炭火
力発電所などの実燃焼排ガスを対象としたスケールアップ
試験を行い、石炭燃焼排ガスへの適用性を研究する。

大規模ＣＯ２排出源からのＣＯ２を低コストで分離・回収する技

術開発を実施し、ＣＯ２大規模貯留実証試験を通した、貯留を

安全に実施するためのモニタリング技術の開発や、関連する

技術の調査等を行う。ＣＯ２分離・回収、貯留及び有効利用（Ｃ

ＣＵＳ）技術に関する調査を一体的に進めることで、早期の技

術確立及び実用化を狙う。

・事業費総額 １４億円（予定）（２０２０年度）

・NEDO予算総額 １４億円（予定）（２０２０年度）

・実施期間 ２０１８～２０２４年度（プロジェクト全体）（７年間）

研究開発の内容

成果適用のイメージ
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